
様式１（高等学校）

【高等学校用】

令和６年度学校評価 結果・学校関係者評価

最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 達成度
（評価）

評価

B B
進路指導部
各教科

A A
進路指導部
各学年

A A

教務部
生徒指導部(生徒会)
教育相談部
総務部

A A
生徒指導部
（学年主任）

A A 生徒指導部

B B 図書部

A A 保健・厚生部

A A 保健・厚生部

B B 教頭

A A 教頭

●特別支援教育の充実 A A 教育相談

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 達成度
（評価）

評価

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育　★･･･唯一無二の誇り高き学校づくり

A

・東よか干潟清掃活動に野球部が参加してくれていました。
・校外、課外で生徒が参加できる行事はたくさんありますから、一層積極的に参加し、発
信するよう取組お願いします。できれば、参加したことに対する評価をもらって、発信の際
に添えてもらえば生徒のモチベーションもより高まると思います。

主幹

６　総合評価・

　　次年度への展望

・学校生活全般に主体的に取組む意識を醸成することができていると考えられる。特に進路実現については、引き続き、自らが選択した進路を実現するために必要な力の把握とその習得のための時間確保にむけて主体的に取組むことを促す。
・多くの生徒が探究活動、部活動、ボランティア活動、生徒会活動、国際交流など体験を伴う活動へ主体的に参加し、多様な価値観に触れる機会を持ち、それぞれの集団のウェルビーイングをめざして協働的な活動に取り組んだ。北高ルーブリック評価表の結果からも生徒の成長を確認することができている。
・学校の特色を生かした芸術、文化活動、スポーツなどを通じた地域貢献や交流を引き続き推進したい。

・ICTは、情報収集にも有効ですが、共有フォルダや会議録の文字起こしなど、日常の事
務処理に活用できるツールは身近にもたくさんあるので利用されることをお勧めします。 総務部

主幹

★唯一無二の誇り高き学校づくり

★実践的・体験的な活動の充実と
県内外への情報発信

★自分の学校を中学生に勧めることができる生徒の割合
９０％以上、教職員の割合９０％以上

・部活動やボランティア活動等を通して、地域と交流したり、地域と連携した活動に取り
組む。

A

・自分の学校を中学生に勧めることができると答えた割合は生徒91％、職員90％で
あった。
・学校説明会や体験入学などで積極的に情報を発信し、芸術科についての理解を促
すことができた。

意見や提言

○ICTの活用

○ICTを活用した情報収集や情報発
信

○「学校は適切にＩＣＴを活用して情報を収集・発信してい
ると思う」と答えた職員・生徒・保護者が７０％以上

・ホームページ上の学校に関する情報を整理し随時更新する
・中学校説明会用の学校紹介資料を作成する。
・アンケート等でICTを利用して業務削減を行う。

A
・「学校はICTを活用して情報を収集・発信していると思う」と回答した割合が全体で８
割を超え、高校説明会についても積極的に実施した。
・Classiを活用して、アンケートを実施したり、教科の連絡を行った。

A

主な担当者重点取組
具体的取組

最終評価 学校関係者評価

重点取組内容 成果指標
（数値目標）

実施結果

○特別支援教育に関する教員の専
門性と意識の向上

○特別支援教育に関する研修会を年１回開催する。 ・特別支援教育に関する研修会の実施
・ケース会議の開催、関係者間での情報共有

・10月にスクールカウンセラーにより「LGBTQ」についての職員研修を行い、知識を深
めることが出来た。

・小中学校で「特別支援教育」といえば、おおむね知的障がい児や発達障がい児への教
育を意味しますが、高校段階ではまた意味が異なることを知りました。
・LGBTQの問題は、最近法律が制定されましたが、それに反対する議論などもあり、落と
しどころがどこなのか、混沌としてきた面があると思います。

・いわゆる働き方改革は、いまやどの職域でも喫緊の課題で、特に公的分野は先頭を切
るよう、世間的に要請が強いようですが、教育現場は業務の効率化の難しいところだと
思います。
・ICTの活用も別項目で掲げられていますが、スマホなどを使った個人の業務効率化の
事例を、先生方で広く共有する仕組みなどに取組まれてはどうかと思います。

○教職員の連携促進 ○「職員間での意見交換や連携しやすい雰囲気作りがで
きていると思う」と答えた職員が70%以上。

・現状に合った取組を考えながら、行事・企画を精選する。
・業務の進捗状況の共有に努め、職員間のフォロー体制を強化する。

・「学校は、職員間で意見交換や連携しやすい雰囲気作りができていると思う」と答え
た職員が92％であった。

・他人に意見、忠告するのはなかなか難しいことで、日ごろからの人間関係が重要になる
と思いますが、92％ということで、先生方同士アドバイスしやすい雰囲気ができているよう
です。

●業務改善・教職員の
　働き方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在校
等時間の削減

●「定時退勤推進日等の設定、積極的な休暇取得の奨
励などによって、長時間労働の縮減・解消に対する意識
が高まったと思う」と答えた職員が80％以上

・定時退勤日の設定
・学校閉庁日、年休取得推進期間の設定
・部活動休養日の設定
・PCを使ってのアンケートが可能なものは利用する。

・「定時退勤推進日等の設定、積極的な休暇取得の奨励などによって、長時間労働の
縮減・解消に対する意識が高まったと思う」と答えた職員が74％で、昨年度より5％増
えたものの80％には届かなかった。

・偏った食生活をする人は一定いるようですが、一般に食生活に対する関心、知識は高く
なってきていると思います。
・ネットの普及などで、グレーゾーンの薬物が手に入りやすくなっているといわれます。食
とあわせ、薬物に対する正しい知識の普及なども加味していただければ良いかと思いま
す。

○心身の健康問題に対する自己管
理能力の育成

〇各種健診後の受診率を前年度より５％向上させる。 ・各種健診後の受診勧告を年に２回以上行う。
・生徒への個別指導、再検査
・保健だよりの発行

・令和6年度健康診断後の受診率は、46.8％で、前年度と比較して10％以上向上し
た。（前年度36.1％）

・健診後受診した結果を把握されているのか気になります。
・健診受診後は生徒個人と医療機関との関係になるということかもしれませんが、重い疾
患が見つかったケースなどあれば学校でも内容を把握され、他の生徒の受診率アップな
どに活かしてもらえればと思います。

●健康・体つくり

●望ましい食習慣と食の自己管理
能力の育成

●「健康に良い食事をしている」生徒８５％以上 ・生活状況調査、食に関する意識調査の実施
・保健だよりの発行
・保護者への個別の連絡

・11月の２年生対象の「食事・健康に関する意識調査」において「健康に良い食事をし
ている生徒」が昨年の85.6%から90.8%に上昇しており、目標を上回る結果を出せた。

○興味関心の幅を拡げ、豊かな心
を育む

○「学校は、読書活動の活性化に努めていると思う」と答
えた職員が70％以上
○「私は、読書を通して気づきや学びがあった」と答えた
生徒50％以上

・新着案内などの掲示場所を増やす。
・図書紹介のPOP作りをする。
・校内読書会を実施し、読書の機会を増やす。

・「学校は、読書活動の活性化に努めていると思う」と回答した職員は53％であった。
・「読書を通して気づきや学びがあった」という生徒は64％であった。

・読書離れと言われる昨今、取組の難しい分野かと思います。
・昨今、電子書籍がシェアを伸ばしているようです。既に対応されているかもしれません
が、早晩、生徒のニーズは紙よりも電子の方が高くなっていくと思います。

・年２回のアンケート調査の実施
・アンケート後１週間以内に集計の完成と情報の共有を行う
・覚知の際に各分掌で協力し早期の対応を行う。
・生徒総会においていじめ撲滅宣言を行い、生徒間での意識の共有を図る。

・学校評価アンケートの結果から生徒、保護者、職員ともに７０％以上が「いじめの早
期発見、早期対応体制の充実に取り組んでいる」と回答した。
・いじめについてのアンケートを生徒、保護者に２回実施した。気になる項目について
は早期に関係者で対応した。

・いじめの問題は非常にナーバスなもので、実態を把握すること自体難しいものだと思い
ます。
・当事者自身いじめを受けている、やっている、という自覚がない場合もあるようです。今
後とも早期の発見、早期の対応に努めていただきたく思います。

○生徒が自主的・自律的に行動で
き、自らの行動に責任を負うことが
できる指導

○「学校は、生徒が自主的・自律的に行動でき、自らの行
動に責任を負うことができる指導を行っていると思う」と答
えた職員が70％以上
○「北高生は、生徒が自主的・自律的に行動できている」
と答えた生徒70％以上

・服装や生活について自ら考えさせる指導を行う。
・校則について生徒会主体で考え遵守する指導を行う。
・自転車マナーについての指導を行う
・全職員および生徒会と連携し自律した生活を促す。

・「学校は、生徒が自主的・自律的に行動でき、自らの行動に責任を負うことができる
指導を行っていると思う」と答えた職員が80％以上であった。
・「北高生は、生徒が自主的・自律的に行動できている」と答えた生徒90％であった。

・私の時代には、個人的な価値観を押しつけ、アグレッシブに生徒指導する先生がいまし
た。
・服装や校則について自ら考える指導は隔世の感があります。自主性に任される方が、
かえって服装や風紀の乱れが少なくなるのかもしれません。生徒の良識も高いようです。

・「痩せた土地に緑を」など、工夫された取組が生徒が成長する良い刺激になっているよ
うです。
・全生徒がプロジェクトに関わっているのかが気になりました。また、ディベートなど意見
をたたかわせる経験も有効ではないかと考えます。

●心の教育

●生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫
理観や正義感、感動する心など、豊
かな心を身に付ける教育活動

◎7月と12月に行う「北高ルーブリック」で、生徒の成長が
みられる。
〇「学校は、自他の生命を尊重する心、他者への思いや
りや社会性、倫理観や正義感、感動する心など、豊かな
心を身につける教育活動をおこなっている」と答えた生徒
80％以上
○部活動加入率： 90％以上

・北高ルーブリックを活用し、生徒の自己の成長を促す。
・学校行事、部活動、生徒会活動、校外活動等への積極的参加を促進し、他者と協力
して共通の目標を達成する力を養う。
・SOSの出し方教育を行う。
・スクールカウンセラーによる講話を行う。
・生徒や保護者の円滑なカウンセリング利用
・講演会や国際交流を推進し、多様な価値観に触れる機会を設ける。
・地歴公民、その他の教科における人権教育の実施を呼びかける。

・２回実施した「北高ルーブリック」の推移をみると、ほぼ全項目で数値が伸びている。
・開校記念講演会を、ラジオで活躍されているスピーチコンサルタントの西任暁子先生
を講師をお迎えし「人に寄り添うコミュニケーション」という演題で、対面形式で実施す
ることができた。
・留学性の受け入れや海外の学校との国際交流を実施し、生徒に国際交流の機会を
与えることができた。
・部活度加入率は94.3％であり、全校生徒のほとんどが部活動に加入し、質の高い文
武両道を目指し活動している。

・多様な相手との交流に努め、多様な考え方に触れる機会を確保されていると思いま
す。
・後半に向かってストレスを感じる生徒が多くなるのは致し方ないとして、規律遵守能力
の微減が見られるとのことですが、自らの行動を自省した生徒が一定いたとも考えられ
るのではないでしょうか。

●いじめの早期発見、早期対応に
向けた取組の充実

○いじめ重大事案件数：　0件
○「いじめ」防止等について組織的に対応ができていると
回答した教職員の割合が７０％以上

○「授業で、主体的に学習することができるようになった」
と答えた生徒が70％以上。
○「学習時間を確保し、計画を立てて学習することができ
た」と答えた生徒が70％以上。

・ 全国模試を通して成績を測定する一方で、指導のポイントを明確にする取組を行う。
・ 定期的に志望校調査を行い、進路検討会でその目標を達成するための手だてを明
確にする。
・ 一定の自宅学習時間を確保させるとともに学習時間確保のためのタイムマネジメン
トを行わせる。

・模擬試験や進路検討会を定期的に実施して、生徒の学力を分析したり、向上させる
ための方策を議論したり、後期考査及び学年末考査２週間前から１週間、学習時間調
査を実施、その結果をもとに、各学年で分析して、学習時間の確保に向けた指導を
行った。その結果、両指標とも、肯定的な回答をした生徒が73％になり、目標通りに達
成できた。

・進路指導は、最も重要な事項です。ご努力に感謝します。
・目標とされていた指標をどちらも達成しているものの、自らあえてB評価とされたのは、
学習時間がまだ不十分と考えられているからかと思います。
・各単元に対して、いかに生徒に興味を持ってもらうか、面白がってもらうか、ということが
学習時間に影響してくるのではないかと思います。

◎他者の考えや意見を聞く機会を
設定し、生徒に物事についての多
様な考えを身につけさせる。

◎「総合的な探究の時間や各教科で、協働的な活動の取
組ができた。」と答えた生徒が70％以上

・ 総合的な探究の時間を中心に、協働的な取組を積極的に行い、話す能力、聞く能力
を育むとともに思考力を高める。
・ 学期末にアンケート調査を実施し、協働的な活動によって得られた知識や新たに見
つかった課題などに気づかせる。

・総合的な探究の時間の趣旨を踏まえて、グループ活動を通して、協働的な取組をし
て、話す能力、聞く能力の育成に励んだ。その結果、「総合的な探究の時間や各教科
で、協働的な活動の取組ができた。」と答えた生徒が約90％になり、目標を大きく超え
て達成できた。

最終評価 学校関係者評価

取組内容 成果指標
（数値目標）

実施結果 意見や提言

●学力の向上

●授業のさまざまな場面で、主体
的・計画的に学習活動に取り組む
姿勢を養う。

４　本年度の重点目標

・主体的、対話的で深い学びの実践による「確かな学力」の向上を図る。

・探究活動や部活動、ボランティア活動など体験を伴う活動への主体的参画を促し、授業で学んだ知識や技術を実践しようとする意識を醸成する。

・自己分析力を高めさせ、自身の適性や将来の姿を見据えた上で主体的に選択した進路を尊重し、実現に努める。

・多様な価値観に触れる機会を設け、誰もが心地よく過ごせる社会（学校を含む）の実現を目指し、諸課題の解決に当事者として取り組む姿勢を養う。

・学校の特色を生かした芸術、文化活動、スポーツなどを通じた地域貢献や交流を推進するとともに、その活動について地域での理解を深める。

①学業での学びを部活動に、部活動での学びを学業に生

かしながら学校生活に取り組む意欲のある生徒を求めま

す。

②自由と責任を両立させ、明るく前向きに集団生活を送

ることができる生徒を求めます。

③失敗を恐れず挑戦することや最後まであきらめず努力

する意気込みのある生徒を求めます。

④創造性、国際性を身につけ、社会のリーダーとして活

躍したいという意欲のある生徒を求めます。

⑤感性を高め、技術を磨き、社会をクリエイトしていこ

うという意欲のある生徒を求めます。

①単位制のメリットを生かすとともに、ICTやアクティブラーニングを取り入れ、個別最適な学びを実現しま

す。

②学校行事や部活動、生徒会活動を通して、自ら考え行動する力の育成と協働的な学びを推進します。

③キャリア教育を推進し、生徒それぞれの希望・能力・適性に合った進路実現を支援します。

④国際交流や外部指導者による指導など、多様な価値観に触れる活動を実施・奨励します。

⑤主権者教育やSDGsに関する学びを推進し、社会参画についての学びを深めます。

⑥芸術科では、多様な学校独自の科目を設置し、各専攻（音・美・書）それぞれの専門性を高めます。

①多様性を尊重し、豊かな

人生を切り拓くとともに、

より良い社会の形成者とし

て、調和と協調に基づく

ウェルビーイング（自己と

地域の幸福）の実現に貢献

する人材を育成します。

②持続可能な社会の実現に

向け、様々な視点から物事

を捉え、主体的に学ぶ意欲

と物事に柔軟に対応する

力、諦めず粘り強く取り組

５　重点取組内容・成果指標

主な担当者
重点取組

具体的取組

２　SAGAスクール・ミッション

　　学校教育目標

〇自主自律を重んじる自由な校風の下、生徒それぞれの個性や能力、可能性を最大限に伸ばし、ウェルビーイング（自己と地域の幸福）に貢献する人材を

育成する。

〇県内唯一の学科である芸術科においては、芸術の発展に寄与し、芸術の魅力を広く発信することのできる人材を育成する。

３　スクール・ポリシー

アドミッション・ポリシー カリキュラム・ポリシー グラデュエーション・ポリシー

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である学校名 佐賀県立佐賀北高等学校

１　前年度

　　評価結果の概要

・本年度の重点目標を達成するために、教職員一人ひとりが意思疎通を図りながら、計画的・組織的に教育活動に努め、さらなる学校活性化のための方策について検討することができた。

・北高ルーブリック評価表を活用し、生徒が自分自身について振り返りをするという試みを実践し、全体的には生徒の自己有用感・自己肯定感の高まりを確認することができた。

・安全・安心に学校生活を送ることができるよう常に情報共有できる体制を備えることができた。

・本校の更なる躍進を目指し、生徒・保護者・地域の期待に応えるために、必要な情報が共有できる体制を整えていく。

【高等学校用】

令和６年度学校評価 結果・学校関係者評価

２　SAGAスクール・ミッション

　　学校教育目標

〇自主自律を重んじる自由な校風の下、生徒それぞれの個性や能力、可能性を最大限に伸ばし、ウェルビーイング（自己と地域の幸福）に貢献する人材を育成する。

〇県内唯一の学科である芸術科においては、芸術の発展に寄与し、芸術の魅力を広く発信することのできる人材を育成する。

３　スクール・ポリシー

アドミッション・ポリシー カリキュラム・ポリシー グラデュエーション・ポリシー

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である学校名 佐賀県立佐賀北高等学校

１　前年度

　　評価結果の概要

・本年度の重点目標を達成するために、教職員一人ひとりが意思疎通を図りながら、計画的・組織的に教育活動に努め、さらなる学校活性化のための方策について検討することができた。

・北高ルーブリック評価表を活用し、生徒が自分自身について振り返りをするという試みを実践し、全体的には生徒の自己有用感・自己肯定感の高まりを確認することができた。

・安全・安心に学校生活を送ることができるよう常に情報共有できる体制を備えることができた。

・本校の更なる躍進を目指し、生徒・保護者・地域の期待に応えるために、必要な情報が共有できる体制を整えていく。

４　本年度の重点目標

・主体的、対話的で深い学びの実践による「確かな学力」の向上を図る。

・探究活動や部活動、ボランティア活動など体験を伴う活動への主体的参画を促し、授業で学んだ知識や技術を実践しようとする意識を醸成す

る。

・自己分析力を高めさせ、自身の適性や将来の姿を見据えた上で主体的に選択した進路を尊重し、実現に努める。

・多様な価値観に触れる機会を設け、誰もが心地よく過ごせる社会（学校を含む）の実現を目指し、諸課題の解決に当事者として取り組む姿勢を

養う。

・学校の特色を生かした芸術、文化活動、スポーツなどを通じた地域貢献や交流を推進するとともに、その活動について地域での理解を深める。

①学業での学びを部活動に、部活動での学びを学業に生かしながら

学校生活に取り組む意欲のある生徒を求めます。

②自由と責任を両立させ、明るく前向きに集団生活を送ることがで

きる生徒を求めます。

③失敗を恐れず挑戦することや最後まであきらめず努力する意気込

みのある生徒を求めます。

④創造性、国際性を身につけ、社会のリーダーとして活躍したいと

いう意欲のある生徒を求めます。

⑤感性を高め、技術を磨き、社会をクリエイトしていこうという意

欲のある生徒を求めます。

①単位制のメリットを生かすとともに、ICTやアクティブラーニング

を取り入れ、個別最適な学びを実現します。

②学校行事や部活動、生徒会活動を通して、自ら考え行動する力の

育成と協働的な学びを推進します。

③キャリア教育を推進し、生徒それぞれの希望・能力・適性に合っ

た進路実現を支援します。

④国際交流や外部指導者による指導など、多様な価値観に触れる活

動を実施・奨励します。

⑤主権者教育やSDGsに関する学びを推進し、社会参画についての学

びを深めます。

⑥芸術科では、多様な学校独自の科目を設置し、各専攻（音・美・

書）それぞれの専門性を高めます。

①多様性を尊重し、豊かな人生を切り拓くとともに、より良い社会の形成

者として、調和と協調に基づくウェルビーイング（自己と地域の幸福）の

実現に貢献する人材を育成します。

②持続可能な社会の実現に向け、様々な視点から物事を捉え、主体的に学

ぶ意欲と物事に柔軟に対応する力、諦めず粘り強く取り組む姿勢を育成し

ます。

③多様な分野において、豊かな教養と優れた感性、高度な技術を持ち、社

会や文化・芸術の発展に寄与できる人材を育成します。


